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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに直交する上下方向と前後方向と横方向とを有しており環を成して胴周り開口を形
成している胴周り域と、前記胴周り域の下方部分につながり前記胴周り域と協働して一対
の脚周り開口を形成している股下域とを有し、前記胴周り域には前記環を切り開くことが
できるように前記上下方向へ延びて前記胴周り開口と前記脚周り開口とに達する切断線を
形成可能な使い捨てのパンツ型着用物品において、
　前記胴周り域の両側部には、前記胴周り域を前方部分と後方部分とに区分けしてこれら
両部分を連結する繊維不織布から形成されたシート片が設けられており、前記シート片が
、前記胴周り開口と前記脚周り開口とに達するように前記上下方向へ延びていて、前記前
方部分と前記後方部分との前記胴周り域の周り方向で向かい合うこれら両部分の側縁部が
、前記シート片の外面側に位置し、かつ、互いに前記胴周り方向において所与寸法離間し
た接合部位を介して前記胴周り域の両側部の内面に剥離不能に接合されており、
　前記接合部位どうしの間に前記前方部分にも前記後方部分にも接合することのない非接
合部位を有し、前記非接合部位は、前記切断線を形成し得るように、前記周り方向におけ
る引張強度が幅２５ｍｍ当たり少なくとも８Ｎであって前記上下方向における引裂強度が
０．１～１２Ｎの範囲にあり、前記両部分それぞれの前記側縁部が前記シート片よりも高
い引張強度と引裂強度とを有しており、
　前記シート片の前記繊維不織布を形成している繊維が前記上下方向に配向されているこ
とを特徴とする前記着用物品。
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【請求項２】
　前記前方部分と前記後方部分とのうち少なくとも一方の部分には、前記周り方向におけ
る前記部分の幅のほぼ全体に前記周り方向へ伸長状態で延びてはいるが前記シート片にま
では延びることのない胴周り弾性部材が取り付けられている請求項１記載の着用物品。
【請求項３】
　前記股下域には、前記脚周り開口の周り方向へ延びてはいるが前記シート片にまでは延
びることのない弾性部材が伸長状態で取り付けられている請求項１または２記載の着用物
品。
【請求項４】
　前記シート片は、前記胴周り域の側縁部と異なる色調を有する請求項１～３のいずれか
に記載の着用物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、使い捨てのパンツ型おむつやトレーニングパンツ等の使い捨てのパンツ型
着用物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、使い捨てのパンツ型着用物品として使い捨てのパンツ型おむつはよく知られてい
る。また、パンツ型おむつの例として、前胴周り域と後胴周り域との側縁部どうしが接合
されたものであって、それを脱がせるときに側縁部を切り裂くことができるものも周知で
ある。例えば、特開平４－３７１１４７号公報（特許文献１）には、使い捨てのパンツ型
おむつとして使用可能な使い捨てパンツが開示されている。このパンツでは、前胴周り域
と後胴周り域との側縁部どうしがヒートシール手段を使って接合されている。その接合部
分は、パンツを着用者から脱がせるときに比較的容易に引き裂くことができる程度の強度
を有している。このパンツの前胴周り域と後胴周り域とには、それぞれの身頃の幅方向へ
延びる複数本の糸状の弾性部材が伸長状態で取り付けられており、股下域には脚周り開口
に沿って延びる複数本の糸状の弾性部材が伸長状態で取り付けられている。
【０００３】
　パンツ型着用物品として、前胴周り域と後胴周り域との間に胴周り方向へ弾性的に伸長
可能なパネルを胴周り部材として介在させたものも公知である。例えば、特表平８－５０
７６９９号公報（特許文献２）に開示された使い捨ておむつは、パンツ型のものであって
、吸収性のある「胴体」と弾性的に伸長可能な一対の「パネル」とからなり、胴開口部と
一対の脚開口部とを有する。「パネル」は、おむつ着用者の胴周り両側部それぞれに位置
して胴周り方向へ弾性的に伸長するもので、「胴体」の前胴周り域と後胴周り域とに形成
される取り付け線において「胴体」に取り付けられている。このおむつを着用したときに
は、「胴体」が着用者の前後胴周り部と股部とを覆い、「パネル」が伸長、収縮して着用
者の胴周り両側部にフィットする。着用したおむつが汚れたときには、「パネル」を取り
付け線に沿って「胴体」から外して着用者から脱がせることができる。
【０００４】
　特開平５－３１７３５６号公報（特許文献３）に開示された使い捨てオムツは、パンツ
型のものであって前身頃を後身頃から切り離すための切断線が前身頃における胴周り対向
側部それぞれに形成されている。切断線は、間欠的な切り込みまたは孔（いわゆるミシン
目状のもの）であって、胴周り部の弾性部材と脚周り部の弾性部材とに交差してオムツの
上下方向へ延びている。このオムツでは、大便がオムツに排泄された場合、切断線におい
て前身頃と後身頃とを切り離すことによって大便で着用者の肌を汚すことなくおむつを脱
がすことができる。
【０００５】
　特許第３４２１０３０号公報（特許文献４）には、取り外しパネルを備えた使い捨て下
着が開示されている。取り外しパネルは、使い捨て下着の前部分と後部分とをちぎり離す
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ことのできるゾーンを形成するものであって、脚開口部の一方から胴開口部まで連続的に
延びており、手で引き裂くことのできる弱め部分を持たない不織材料でできたストリップ
からなる。この取り外しパネルは横方向引張り強度が１９６．８５ｇ／ｃｍ乃至１９６８
．５０ｇ／ｃｍ、より好ましくは７８７．４０ｇ／ｃｍ乃至１１８１．１０ｇ／ｃｍを有
する。また、この文献の図示例によれば、取り外しパネルは、下着の胴周り方向において
下着の前部分と後部分とを連結するもので、取り外しパネルの外面が下着の前部分および
後部分それぞれの外面に接合している。
【特許文献１】特開平４－３７１１４７号公報
【特許文献２】特表平８－５０７６９９号公報
【特許文献３】特開平５－３１７３５６号公報
【特許文献４】特許第３４２１０３０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１に開示のパンツでは、前胴周り域と後胴周り域との側縁部が不織布からなる
内面シートと、不織布にプラスチックフィルムがラミネートされたもの等からなる外面シ
ートとを含んでいる。これら複数枚のシート材料からなる側縁部どうしを重ね合わせた後
にヒートシール手段を使って接合した部分では、４～６枚のシート材料が溶融して一体化
することになる。パンツを脱がせるときに、このような接合部分を引き裂こうとすると、
接合部分において不織布やプラスチックフィルムが互いに剥離してパンツが前胴周り域と
後胴周り域とに分かれる場合もあるが、そのような場合はどちらかというと稀であり、多
くの場合には、接合部分の周囲で不織布やプラスチックフィルムが破れてパンツが前胴周
り域と後胴周り域とに分かれる。換言すると、パンツを脱がせようとする母親は、重なり
合った少なくとも２～３枚のシート材料を一度に破らなければならず、それには少なから
ぬ力を要するばかりでなく、これらシート材料は直線的に破れることが少ないから、破る
作業が速やかには進まないことがある。また、伸長状態にある胴周り弾性部材や脚周り弾
性部材が前後胴周り域の側縁部にまで延びている場合には、パンツを引き裂いたときに不
織布やプラスチックフィルムが破れると、弾性部材がこれらから剥がれて勢いよく収縮す
ることがある。そして、パンツを引き裂こうとしてパンツを摘んでいる母親の指先にその
収縮する弾性部材が当たったときには、指先が痛くなるほどの強い刺激を母親に与えるこ
とがある。
【０００７】
　文献２に開示されたおむつは、それを脱がせるときに、伸縮性のある「パネル」をその
「パネル」と「胴体」との取り付け線に沿って外すものである。その取り付け線が伸縮性
のある「パネル」と「胴体」とをヒートシールすることによって形成されている場合には
、文献１に開示されたパンツの場合と同様に、「パネル」を取り外す作業が実際には「パ
ネル」や「胴体」を取り付け線に沿って破る作業であって、その作業に力を要し、しかも
その作業がスピーディーには進まないということがある。伸縮性のある「パネル」が伸長
状態にある糸状弾性部材を含むものである場合には、この「パネル」を外すときに、その
弾性部材が勢いよく収縮しておむつを脱がせようとしている母親の指を強く刺激するとい
うことも生じかねない。
【０００８】
　また、文献３に開示されたオムツは、オムツを前胴周り域と後胴周り域とに切り離すた
めの切断線が、胴周り部と脚周り部とに接着剤を介して取り付けられた弾性部材と交差し
ているものであるから、このオムツを切り離すときには、オムツを摘んだ指先でその弾性
部材を切断するか、または胴周り部や脚周り部からその弾性部材を剥離して収縮させなけ
ればならない。しかし、弾性部材を切断することは容易ではなく、また仮に切断すること
ができたとしても、切断と同時に収縮する弾性部材が指先を強く刺激することになりかね
ない。弾性部材を胴周り部や脚周り部から剥離して収縮させるときにもまた、勢いよく収
縮する弾性部材が指先を強く刺激する。
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【０００９】
　特許文献４に開示された使い捨て下着は、手で引き裂くことのできる取り外しパネルと
して不織材料の横方向引張り強度を規定している。しかし、着用したパンツ型着用物品を
脱がせるときには、一般的に、その着用物品の側部を上下方向に引き裂くのであって、着
用物品を横方向に引張ってその側部を破るのではない。それゆえ、取り外しパネルとして
使用する材料を横方向の引張り強度を基準にして選択することが、着用物品の引き裂きを
容易にしたりスムーズにしたりするうえで適切ではないということがある。
【００１０】
　この発明では、側部を破いて脱がせることのできるこれら従来のパンツ型着用物品にお
いて観察される上記諸問題の解消を課題にしている。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　前記課題解決のために、この発明が対象とするのは、互いに直交する上下方向と前後方
向と横方向とを有しており環を成して胴周り開口を形成している胴周り域と、前記胴周り
域の下方部分につながり前記胴周り域と協働して一対の脚周り開口を形成している股下域
とを有し、前記胴周り域には前記環を切り開くことができるように前記上下方向へ延びて
前記胴周り開口と前記脚周り開口とに達する切断線を形成可能な使い捨てのパンツ型着用
物品である。
【００１２】
　かかる着用物品において、この発明が特徴とするところは、次のとおりである。
　前記胴周り域の両側部には、前記胴周り域を前方部分と後方部分とに区分けしてこれら
両部分を連結する繊維不織布から形成されたシート片が設けられており、前記シート片が
、前記胴周り開口と前記脚周り開口とに達するように前記上下方向へ延びていて、前記前
方部分と前記後方部分との前記胴周り域の周り方向で向かい合うこれら両部分の側縁部が
、前記シート片の外面側に位置し、かつ、互いに前記胴周り方向において所与寸法離間し
た接合部位を介して前記胴周り域の両側部の内面に剥離不能に接合されており、前記接合
部位どうしの間に前記前方部分にも前記後方部分にも接合することのない非接合部位を有
し、前記非接合部位は、前記切断線を形成し得るように、前記周り方向における引張強度
が幅２５ｍｍ当たり少なくとも８Ｎであって前記上下方向における引裂強度が０．１～１
２Ｎの範囲にあり、前記両部分それぞれの前記側縁部が前記シート片よりも高い引張強度
と引裂強度とを有しており、前記シート片の前記繊維不織布を形成している繊維が前記上
下方向に配向されている。
【００１３】
　この発明の好ましい実施態様において、前記前方部分と前記後方部分とのうち少なくと
も一方の部分には、前記周り方向における前記部分の幅のほぼ全体に前記周り方向へ伸長
状態で延びてはいるが前記シート片にまでは延びることのない胴周り弾性部材が取り付け
られている。
【００１４】
　この発明の好ましい実施態様の他の一つにおいて、前記股下域には、前記脚周り開口の
周り方向へ延びてはいるが前記シート片にまでは延びることのない脚周り弾性部材が伸長
状態で取り付けられている。
【００１５】
　この発明の好ましい実施態様の他の一つにおいて、前記シート片は、前記胴周り域の側
縁部と異なる色調を有する。
【発明の効果】
【００１６】
　この発明に係るパンツ型着用物品は、胴周り域の両側部に、胴周り域の前方部分と後方
部分とを連結していて切断線の形成が容易なシート片を有しているから、そのシート片を
切り裂くことによって、おむつを速やかに脱がせることができる。
【００１７】
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　請求項２の態様によれば、着用物品が胴周り弾性部材を有していても、その胴周り弾性
部材は、胴周り域の前方部分または後方部分にあってシート片にまでは延びることがない
から、このシート片は、それが胴周り弾性部材を含むことによっておむつ上下方向の切り
裂きが難しくなるということがない。
【００１８】
　請求項３の態様によれば、この着用物品における脚周り弾性部材もまた、シート片にま
では延びることがないから、このシート片は、脚周り弾性部材の存在によってシート片の
切り裂きが難しくなるということもない。
【００１９】
　請求項４の態様によれば、シート片と熱可塑性合成樹脂からなる繊維で形成された不織
布、熱可塑性合成樹脂からなるフィルム、およびこれら不織布とフィルムとの積層シート
のいずれかによって得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　この発明に係る使い捨てのパンツ型着用物品として使い捨てのパンツ型おむつを例にと
り、発明の詳細を説明すると以下のとおりである。
【００２１】
　図１，２，３は、おむつ１の斜視図と、おむつ１の部分図と、図１のＩＩＩ－ＩＩＩ線
切断面の一部分を示す図であって、図１，２ではおむつ１の一部分が破断して示されてい
る。図示例のパンツ型おむつ１は、透液性表面シート２と、不透液性裏面シート３と、こ
れら両シート２，３間に介在する体液吸収性の芯材４とを有している。おむつ１はまた、
着用者の胴周りの前方部分と、胴周りの後方部分と、股部分とのそれぞれを覆う前胴周り
域６と、後胴周り域７と、股下域８とを有しており、これら各域６，７，８において、表
面シート２と裏面シート３とは芯材４の周縁から延出する部分で重なり合い、ホットメル
ト接着剤（図示せず）を介して互いに接合している。前胴周り域６と後胴周り域７それぞ
れにおける胴周り方向両端部には、これら重なり合った表面シート２と裏面シート３とに
よって側縁部１３，１４が形成されており、これら側縁部１３，１４どうしがおむつ１の
胴周り域両側部それぞれに位置する連結用シート片２１を介してつなげられることによっ
て、おむつ１の胴周り域は環状を成し、胴周り開口１１を形成している。前後胴周り域６
，７のそれぞれでは、その胴周り開口１１の縁に沿う胴周り弾性部材１６，１７が前後胴
周り域６，７の幅方向のほぼ全体にわたって伸長状態で延びており、これら弾性部材１６
，１７が表面シート２と裏面シート３との間に介在して、これらシート２，３の少なくと
も一方にホットメルト接着剤（図示せず）によって接合している。前後胴周り域６，７は
また、股下域８と協働して一対の脚周り開口１２を形成しており、その股下域８では、脚
周り開口１２の縁に沿って脚周り弾性部材１８が伸長状態で延びており、その弾性部材１
８が表面シート２と裏面シート３との間に介在して、これらシート２，３の少なくとも一
方にホットメルト接着剤（図示せず）によって接合している。おむつ１は、図にｈ，ｉ，
ｊで示される上下方向と前後方向と横方向とを有する他に、胴周り開口１１の縁が延びる
方向である胴周り方向を有する。
【００２２】
　かようなおむつ１において、胴周り域を前胴周り域６と後胴周り域７とに区分している
連結用シート片２１は、胴周り方向で対向する両側部２２，２３それぞれが前後胴周り域
６，７それぞれの側縁部１３，１４の内面１３ａ，１４ａに対して接合域２７，２８にお
いて剥離不能に接合する一方（図２，３参照）、これら接合域２７と２８との間には前後
胴周り域６，７のいずれにも接合することのない非接合域２４を有している。この非接合
域２４は、上下方向ｈへ延びて胴周り開口１１と脚周り開口１２とに達している。かかる
連結用シート片２１は、その非接合域２４における引張強度と引裂強度とが後記の図４～
６に基づいて測定されるものであって、非接合域２４は、おむつ１を着用するときに胴周
り方向へ引張られても簡単に破れることがないように、胴周り方向に対して幅２５ｍｍ当
たり少なくとも８Ｎの引張強度を有している。一方、連結用シート片２１は、着用したお
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むつ１を脱がせるときに非接合域２４において上下方向ｈへ速やかかつ滑らかに、換言す
ればスピーディーに直線的に引き裂くことができるように、例えば図示例の直線Ｐに沿っ
て胴周り開口１１から脚周り開口１２までの間をほぼ直線的に引き裂くことができるよう
に、上下方向ｈに対して０．１～１２Ｎの引裂強度を有している。このように作用する非
接合域２４は、図示のとおり胴周り弾性部材１６，１７や脚周り弾性部材１８を含んでい
ないから、これら弾性部材１６，１７，１８の存在によって上下方向ｈにおける引き裂き
が困難になるということがない。また、その引き裂きの際には、従来のパンツ型おむつの
ように伸長状態にある弾性部材が勢いよく収縮しておむつを引き裂こうとする母親の指先
に当たり、その指先を刺激するということもない。かようなおむつ１では、それが着用状
態にあるときに連結用シート片２１の非接合域２４を容易に識別することができるように
、前後胴周り域６，７の側縁部１３，１４どうしを胴周り方向へ５～２０ｍｍ離間させて
おくことができる。連結用シート片２１はまた、非接合域２４を容易に識別することがで
きるように、側縁部１３，１４の色調とは異なる色調のものにすることができる。ただし
、この発明は、非接合域２４が側縁部１３や１４によって覆われていて、おむつ１の外側
からは直視し難い状態で実施することも可能である。
【００２３】
　おむつ１において、このように胴周り側部を上下方向ｈへ引き裂き容易にする連結用シ
ート片２１には、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエステル等の熱可塑性合成樹脂か
らなる繊維で形成された不織布やこれらの合成樹脂からなるフィルム、これら不織布とフ
ィルムとからなる積層シート等を使用することができる。これら不織布やフィルムは、お
むつ１での引裂きを容易にするために、図１における直線Ｐに沿って、一条または複数条
のミシン目を設けておくことができる。また、不織布を形成している繊維がある特定の方
向に向かって強く配向している場合の不織布や、フィルムを形成している高分子鎖がある
特定の方向に向かって強く配向している場合のフィルムは、それらの特定の方向がおむつ
１の上下方向ｈとなるように使用することで、連結用シート片２１の引裂きを容易にした
り、引裂きが上下方向ｈへ直線的に進むようにしたりすることができる。
【００２４】
　おむつ１の表面シート２には、熱可塑性合成樹脂からなる繊維で形成された坪量１０～
３０ｇ／ｍ２の不織布や熱可塑性合成樹脂からなる厚さ１０～３０ミクロンの一軸延伸ま
たは二軸延伸した開孔フィルムを使用することができる。
【００２５】
　裏面シート３には、熱可塑性合成樹脂からなる厚さ２０～５０ミクロンの二軸延伸フィ
ルムやそのフィルムと熱可塑性合成樹脂からなる繊維で形成された坪量２０～５０ｇ／ｍ
２の不織布とを間欠的に接合してなる複合シート等を使用することができる。
【００２６】
　体液吸収性芯材４には、粉砕パルプと高吸水性ポリマー粒子との混合物を液透過性また
は液透過性と液拡散性とに優れたティッシュペーパや不織布等のシート材料で被覆したも
のを使用したり、粉砕パルプをそのようなシート材料で被覆したもの等を使用したりする
ことができる。
【００２７】
　前後胴周り域６，７における側縁部１３，１４は、表面シート２と裏面シート３とが接
着や溶着によって一体化した複合シートを形成していることによって、またはその複合シ
ートが胴周り弾性部材１６，１７や脚周り弾性部材１８を含んでいることによって、連結
用シート片２１よりも高い引張強度と引裂強度とを有しており、おむつ１を脱がせるとき
に側縁部１３，１４のほうが連結シート２１よりも簡単に破れるということがない。おむ
つ１はまた、表面シート２と裏面シート３とのうちの一方が連結用シート片２１よりも高
い引張強度と引裂強度とを有しているならば、その一方だけで側縁部１３および／または
側縁部１４を形成することができる。さらにはまた、表面シート２や裏面シート３とは別
体であって、連結用シート片２１よりも高い引張強度と引裂強度とを有する第３のシート
によって側縁部１３および／または側縁部１４を形成することもできる。側縁部１３，１
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４と連結用シート片２１との両者は、接合域２７，２８において溶着または接着によって
接合しており、それら両者の接合は、おむつ１を着用させるときにも脱がせるときにも剥
離することがないような高い剥離強度を有している。
【００２８】
　図４は、連結用シート片２１として使用するシート材料についての引張強度を測定する
測定方法と測定用試片とを示す図である。試片は、その長さ方向がおむつ１の胴周り方向
と一致するように作成して、チャック間隔が５０ｍｍとなるように引張試験機に取り付け
る。引張速度２００ｍｍ／ｍｉｎで試片を引張って、破断に至るまでの最大荷重を求め、
その値を引張強度とする。この発明において、連結用シート片２１として使用するのに好
適なシート材料は、幅２５ｍｍの試片についての引張強度が少なくとも８Ｎである。
【００２９】
　図５，６は、連結用シート片２１として使用するシート材料についての引裂き強度を測
定する測定用試片と測定方法とを示す図である。試片は、その長さ方向とスリットの長さ
方向とがおむつ１の上下方向ｈと一致するように作成して、それぞれのチャックに対して
２５ｍｍのつかいみしろを取り、チャック間隔が１００ｍｍとなるように引張試験機に取
り付ける。引張速度２００ｍｍ／ｍｉｎで試片を引張って、破断に至るまでの最大荷重を
求め、その値を引裂強度とする。この発明において、連結用シート片２１として使用する
のに好適なシート材料は、０．１～１２Ｎの引裂強度を有する。
【００３０】
　図７，８，９は、この発明の実施態様を例示する図２と同様な図である。図７のおむつ
１では、連結用シート片２１の内面２１ａが前胴周り域６の側縁部外面１３ｂに接合する
一方、連結用シート片２１の外面２１ｂが後胴周り域７の側縁部内面１４ａに接合してい
る。図８のおむつ１では、連結用シート片２１の内面２１ａが前胴周り域６の側縁部内面
１３ａに接合する一方、連結用シート片２１の外面２１ｂが後胴周り域７の側部内面１４
ａに接合している。図９のおむつ１では、連結用シート片２１の内面２１ａが前胴周り域
６と後胴周り域７との側縁部外面１３ｂ，１４ｂに接合している。連結用シート片２１と
前後胴周り域６，７の側縁部１３，１４とのこれら接合態様は、おむつ１を量産する場合
の方式に応じて選ぶことができる。
【００３１】
　図１０もまた、この発明の実施態様を例示する図２と同様な図である。このおむつ１で
は、前胴周り域６の側縁部内面１３ａに接合して後胴周り域７にまで延びた連結用シート
片２１が後胴周り域７において折り返されており、その折り返された連結用シート片２１
の内面２１ａが後胴周り域７の側縁部内面１４ａに接合している。
【００３２】
　図１１，１２は、図１０のおむつを連続的に製造する工程の一部分を示す図と、図１１
におけるＸＩＩ－ＸＩＩ線切断面を示す図である。図１１の工程では、前胴周り域６と後
胴周り域７とが重なり合うように折り畳まれたおむつ１の連続体３１が図の左から右へと
機械方向ＭＤへ走行しており、機械方向ＭＤに直交する交差方向ＣＤへ延びる案内線３２
に沿って連続体３１が切断されることによって、個別のおむつ１が得られる。連続体３１
における前胴周り域６と後胴周り域７との間には、個別のおむつ１の連結用シート片２１
となる母材３３が案内線３２に沿って延びている。図１２において明らかなように、母材
３３は、その断面形状がほぼΩ状を成しており、ホットメルト接着剤３４を介して前胴周
り域６と後胴周り域７とに接合していることに加え、母材３３どうしも部分的に接合して
いる。母材３３が案内線３２に沿って切断されて胴周り開口１１が図１の如く大きく口を
開くように前後胴周り域６，７が変形すると、図１０の形状を呈する連結用シート片２１
が得られる。
【００３３】
　図１３もまた、この発明の実施態様の一例を示す図２と同様な図である。このおむつ１
では、連結用シート片２１でつながれている前後胴周り域６，７にテープファスナ４１が
取り付けられている。テープファスナ４１は、その後端部４２が接合部位４３において後
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おける反対端部である前端部４５が前胴周り域６の裏面シート３または裏面シート３の外
面に形成されるターゲット域（図示せず）に剥離可能に仮止めされている。図において仮
想線で示されているテープファスナ４１は、前端部４５が前胴周り域６から剥離した状態
にあるもので、前端部４５の内面４５ａには粘着剤またはメカニカルファスナのフック部
材によって止着域４４が形成されている。このテープファスナ４１は、連結用シート片２
１を切り裂いた後のおむつ１を再度着用するときに使用することができる他に、着用した
おむつ１を胴周りに対して強く密着させるために使用したり、脱がせたおむつを丸めて捨
てるときに使用したりすることができる。
【００３４】
　使い捨てのパンツ型おむつを例にとって説明したこの発明は、トレーニングパンツや失
禁患者用パンツ、生理用ショーツ等の使い捨てのパンツ型着用物品として実施することが
できる。また、いずれの図示例においても、連結用シート片２１は、おむつ１の胴周り域
を前後方向ｉに二等分して前胴周り域６と後胴周り域７とに区分するように胴周り域の両
側部に設けられているが、この発明は、連結用シート片２１の位置をそのような例に限定
するものではないから、連結用シート片２１の位置は、胴周り域の側部ではあっても、腹
側または背側に偏奇させることができる。ただし、いずれのおむつ１においても、連結用
シート片２１が、胴周り域を前方部分と後方部分とに区分けしていることには変わりがな
い。
【実施例１】
【００３５】
　前後胴周り域の両側部分それぞれを互いに合掌状に重ねて溶着した市販のパンツ型使い
捨ておむつ（ユニ・チャーム（株）製ムーニーマンＭサイズ）の両側部分それぞれをおむ
つの横方向に対して約１５ｍｍの幅で切り取って前後胴周り域の連結を解いた後に、各種
シート材料からなる連結用シート片を前後胴周り域それぞれに溶着することによって前後
胴周り域を再び連結し、図１の形状のおむつを作成した。そのおむつは、胴周り開口が大
きく広がるように胴周り方向へ引張りながらＭサイズ用人体模型に着用させた。着用させ
るときには、連結用シート片に破れの生じることがないどうかを観察した。一方、各種シ
ート材料についておむつの幅方向における引張強度を測定して、着用させるときに破れる
ことのない連結用シート片としての強度を確認した。各種シート材料、およびそれを使用
したおむつについての評価結果は、表１のとおりであった。また、着用させたおむつを脱
がせるときに、両手で連結用シート片を上から下に向かって引き裂き、そのときに手に感
じる抵抗の度合いを感覚的に判断した。その判断では、前記市販おむつにおける前後胴周
り域の互いに溶着している部分を引き裂くときの抵抗の度合いを評価点３として基準にし
、各種シート材料によって作成した連結用シート片を引き裂くときの抵抗の度合いを以下
のとおりに評価した。
 
【００３６】
　　評価点１：市販おむつに比べて抵抗が強すぎる
　　評価点２：市販おむつに比べて抵抗がやや強い
　　評価点３：比較の基準とした市販おむつの抵抗
　　評価点４：市販おむつに比べて抵抗がやや弱い
　　評価点５：市販おむつに比べて明らかに抵抗が弱い
　　評価点６：市販おむつに比べて抵抗がかなり弱い
　　評価点７：市販おむつに比べて抵抗が極めて弱い
【００３７】



(9) JP 5014595 B2 2012.8.29

10

20

30

40

50

【表１】

【００３８】
　評価したシート材料のうちで、評価点が４以上のものは、従来のおむつの一例である市
販おむつよりも速やかに引き裂くことが可能な連結用シート片とするのに好適なものと判
断した。これらシート材料については、おむつの上下方向の引裂強度を測定して、シート
片として好適なものの引裂強度を確認した。その確認の結果と評価点とは表１のとおりで
あった。おむつを着用させるときに破れることがなく、脱がせるときには容易に引き裂く
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～１２Ｎであった。
【産業上の利用可能性】
【００３９】
　この発明によれば、胴周り域の側部を容易に切り裂いて脱がせることのできるパンツ型
着用物品の製造が可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】パンツ型おむつの部分破断斜視図。
【図２】パンツ型おむつの部分拡大斜視図。
【図３】図１のＩＩＩ－ＩＩＩ線切断面の一部分を示す図。
【図４】引張強度測定方法を示す図。
【図５】引裂強度測定用試片を示す図。
【図６】引裂強度測定方法を示す図。
【図７】実施態様の一例を示す図２と同様な図。
【図８】実施態様の他の一例を示す図２と同様な図。
【図９】実施態様のさらに他の一例を示す図２と同様な図。
【図１０】実施態様のさらに他の一例を示す図２と同様な図。
【図１１】パンツ型おむつの製造工程の部分図。
【図１２】図１１のＸＩＩ－ＸＩＩ線切断面を示す図。
【図１３】実施態様の一例を示す図２と同様な図。
【符号の説明】
【００４１】
　１　　パンツ型着用物品（おむつ）
　６　　前方部分（前胴周り域）
　７　　後方部分（後胴周り域）
　８　　股下域
　１１　　胴周り開口
　１２　　脚周り開口
　１３　　側縁部
　１４　　側縁部
　１６　　胴周り弾性部材
　１７　　胴周り弾性部材
　１８　　脚周り弾性部材
　２１　　シート片
　２４　　非接合部位
　２７　　接合部位
　２８　　接合部位
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              特表平１１－５１３２９５（ＪＰ，Ａ）　　　
              実開平０１－１４１７１１（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開２００２－１５３５０９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－０９５５８８（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｆ　　１３／１５－１３／８４　　　
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